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「大規模地震と津波を想定した防災訓練」
を実施します

延岡河川国道事務所では、平成７年１月に発生した「阪神・淡路大震災」や昨年

３月の「東日本大震災」の教訓を踏まえ、大規模地震、津波の発生を想定した実践的

な訓練を実施します。

本訓練は、職員の災害対応能力の向上、関係機関との情報共有や連携を主な目的と

しています。

・日 時 平成２４年９月３日（月）７時～１５時頃

・場 所 国土交通省 延岡河川国道事務所 ３階 防災情報室

・参加機関 延岡河川国道事務所、九州防災エキスパート協会等

（自衛隊、災害協定会社等については、情報伝達訓練）

・主な内容

１）隔流堤施錠開放訓練

隔流堤は、平常時車両は通行できないが、大規模災害時においては緊急連絡路として開放

する。開放するために施錠を外す必要があるが、開放するのにどれぐらい時間がかかるか

訓練し課題を把握する。

２）Ｋ－ＣＯＳＭＯＳ（国交省独自の移動無線機）等を用いた通信訓練

大規模災害時、ＮＴＴ、携帯電話等が使用できないことが予想されるため、Ｋ－ＣＯＳ

ＭＯＳ、衛星携帯電話を使用した通信訓練を行う。

３）情報収集訓練

施設点検、災害協定業者等から被害状況（津波浸水範囲、道路・堤防状況等）を収集し

情報共有を図る。

・そ の 他 大雨、地震等により訓練を中止する場合があります。

－お問合せ先－

国土交通省 九州地方整備局 延岡河川国道事務所

ＴＥＬ：０９８２－３１－１１５５（代表）

【事務】事務副所長 櫨本 誠也

総務課長 坂本 秀樹

【河川】技術副所長 鹿毛 英樹

調査第一課長 坂本 正己

【道路】技術副所長 東 久雄

道路管理課長 北平 京治



○主な訓練スケジュール

７：００頃～ 【地震発生（震度６弱）・大津波警報発令】

・職員の地震発生時の時間外情報伝達訓練

・職員の避難訓練

・地震発生後の参集訓練

７：３０頃～

・職員、家族等の安否と宿舎確認訓練

・庁舎等の外部損傷点検調査訓練

・樋門・樋管等の遠隔操作訓練（机上）

・ＣＣＴＶによる河川空間監視訓練

・隔流堤施錠開放訓練

８：３０頃～ 【津波到達、大津波警報解除】

・被害状況の確認や報告の訓練（施設点検）

・道路啓開訓練

９：００頃～ 【被災発見】

・災害対策訓練（実際に災害が発生したことを想定した

緊急復旧工事検討訓練）

・記者発表訓練

・防災エキスパート制度を活用した情報収集等訓練

・被災自治体支援（机上）

・災害対策用機械機器等の派遣要請（机上）

・関係機関（自衛隊等）との情報交換訓練

１１：００頃～ 【復旧工法開始】

・樋門・樋管等の遠隔操作訓練（実地）

１３：００頃～

・自治体との通信確保訓練（Ｋｕ－ｓａｔ設置訓練）

・他地整からのＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ、災対機械受入・派遣訓練

１４：００頃 【復旧工事完了】

１５：００頃 訓練終了



昨年度の訓練の状況


